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第
９
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

３
月
12
日
（
土
）
の
午
前
10
時
か
ら
、
組
合
事
務

所
に
て
、
第
９
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 

総
代
会
に
て
審
議
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

総代会 出席者の様子 

 

陽
春
の
候
、
茶
屋
新
田
地
区
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

  

昨
年
度
は
、
大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
及
び
斎
場

予
定
地
周
辺
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定
を
し
、
本
事
業
も

ひ
と
つ
の
節
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
組
合
の
目
指
す
「
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
ま
だ

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。 

  

本
地
区
の
開
発
の
目
玉
で
あ
る
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
大
規
模
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
の

仮
換
地
指
定
で
、
土
地
を
貸
す
こ
と
に
な
る
方
を
確
定

し
ま
し
た
。
大
規
模
商
業
施
設
の
開
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
中
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
２
月
５
日
に
説
明
会
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
と
は
地
権
者
団
体

を
設
立
し
て
、
契
約
交
渉
を
し
て
い
く
の
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
本
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
本
年
度
の
早
い
時

期
に
地
権
者
団
体
が
設
立
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
本
組
合
は
地
区
計
画
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
地
区
計
画
と
は
建
物
の
用
途
や
形
態
を
制
限
す

る
も
の
で
す
か
ら
、
不
便
に
な
る
と
考
え
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
魅
力
的
で
住
み
や
す
い
ま

ち
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

組
合
は
、
本
年
度
中
に
地
区
計
画
案
を
固
め
、
説
明
会

を
実
施
し
、
皆
様
方
の
意
向
把
握
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
「
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
促
進
の

た
め
、
是
非
と
も
ご
了
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

★
第
１
号
議
案 

 

平
成
22
年
度
収
支
予
算
の
補
正
に
つ
い
て 

 
平
成
22
年
度
中
に
名
古
屋
市
に
売
却
予
定
で
あ
っ

た
斎
場
（
交
流
支
援
施
設
を
含
む
。
）
予
定
地
の
保
留

地
処
分
が
で
き
ず
、
そ
れ
に
伴
い
事
業
費
不
足
と
な
る

の
で
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
額
を
増
額
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
予
算
の
補
正
を
行
う
も
の
。
詳
細
は
次
の
と

お
り
。 

 

【
工
事
関
係
（
左
記
工
事
計
画
図
参
照
）
】 

・ 

先
行
移
転
街
区
の
区
画
道
路
排
水
工
を
実
施
。 

・ 

引
き
続
き
、
大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
及
び

斎
場
予
定
地
周
辺
の
造
成
を
実
施
す
る
ほ
か
、
万

場
藤
前
線
沿
い
、
小
学
校
南
側
、
戸
田
荒
子
線
南

側
の
造
成
を
実
施
（
併
せ
て
仮
設
調
整
池
、
仮
設

歩
道
の
設
置
も
実
施
）
。 

・ 

川
原
地
区
及
び
斎
場
予
定
地
周
辺
の
雤
水
排
水

処
理
の
た
め
の
水
路
の
築
造
を
実
施
。 

・ 

第
５
号
調
整
池
及
び
第
７
号
調
整
池
の
築
造
を

実
施
。 

・ 

そ
の
他
、
舗
装
の
撤
去
、
地
区
全
体
の
除
草
等

を
実
施
。 

 

（
裏
面
に
続
く
） 

 当初予算額 補正額 補正後予算額 

保留地処分金 5,961,000 △5,925,027 35,973 

借入金 1,984,087 1,145,366 3,129,453 

その他収入 1,977,325 0 1,977,325 

合計 9,922,412 △4,779,661 5,142,751 

 平成２２年度収支補正予算             

  ＜収入の部＞                           単位：千円 

  ＜支出の部＞                           単位：千円 

 当初予算額 補正額 補正後予算額 

借入金償還金 1,789,661 △1,789,661 0 

予備費 3,000,000 △2,990,000 10,000 

その他支出 5,132,751 0 5,132,751 

合計 9,922,412 △4,779,661 5,142,751 

★
第
２
号
議
案 

 

平
成
22
年
度
借
入
金
の
借
入
れ
及
び
そ
の
方
法
並

び
に
借
入
金
の
利
率
及
び
償
還
方
法
の
一
部
変
更
に
つ

い
て 

 

予
算
の
補
正
に
伴
い
、
借
入
金
の
限
度
額
を
変
更

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
借
入
先
の
金
融
機
関
と
し

て
十
六
銀
行
を
追
加
す
る
も
の
。 

 

★
第
３
号
議
案 

 

預
入
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て 

十
六
銀
行
を
借
入
先
の
金
融
機
関
と
す
る
こ
と
に

伴
い
、
併
せ
て
預
入
金
融
機
関
に
指
定
す
る
も
の
。 

★
第
４
号
議
案 

 

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業
及
び
収
支

予
算
に
つ
い
て 

 

（
主
な
事
業
） 

【
保
留
地
処
分
関
係
】 

・ 

斎
場
（
交
流
支
援
施
設
を
含

む
。
）
予
定
地
を
保
留
地
と
し
て
、

名
古
屋
市
に
売
却
。 

 

【
会
議
関
係
】 

・ 
平
成
22
年
度
決
算
中
心
の
総
代

会
、
平
成
24
年
度
予
算
中
心
の
総
代

会
の
ほ
か
、
事
業
計
画
変
更
の
た
め

の
総
代
会
を
１
回
予
定
。 

・ 

地
区
計
画
案
に
つ
い
て
、
仮
換
地

指
定
の
意
向
調
査
に
つ
い
て
、
建
物

移
転
に
つ
い
て
等
の
説
明
会
を
予

定
。 
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【
補
償
関
係
】 

・ 
引
き
続
き
、
大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
、
西
茶 

屋
線
、
南
秋
葉
線
、
戸
田
荒
子
線
沿
い
等
で
支
障
と

な
る
物
件
を
中
心
に
建
物
等
移
転
を
実
施
。 

・ 

新
た
に
、
大
西
地
区
幅
員
16
ｍ
道
路
付
近
の
支

障
と
な
る
物
件
に
つ
い
て
建
物
等
移
転
を
実
施
。 

・ 

田
及
び
畑
の
作
止
め
補
償
を
実
施
（
田
は
最
終
年

度
）
。 

・ 

既
設
道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道
管
、
ガ
ス

管
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
及
び
工
事
に
支
障
と
な
る
電
柱

の
撤
去
、
移
設
並
び
に
仮
設
管
の
設
置
。 

 

【
負
担
金
】 

・ 

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
締
結
し
た
覚
書
に
基
づ
く

新
設
負
担
金
の
支
払
い
。 

・ 

水
道
及
び
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
協
議
に
よ
り
必
要

な
新
設
負
担
金
の
支
払
い
。 

 【
調
査
設
計
関
係
】 

・ 

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
施
に
向
け
て
の
検

討
、
幹
線
道
路
沿
道
の
商
業
開
発
検
討
、
住
宅
地
へ

の
交
通
流
入
防
止
策
の
検
討
、
ま
ち
づ
く
り
紹
介
冊

子
の
作
成
、
事
業
計
画
変
更
の
検
討
等
を
実
施
。 

・ 

都
市
計
画
道
路
詳
細
設
計
並
び
に
大
西
地
区
及
び

東
茶
屋
地
区
の
区
画
道
路
詳
細
設
計
を
実
施
。 

・ 

次
年
度
以
降
移
転
予
定
物
件
（
東
茶
屋
線
付
近
）

の
調
査
等
を
実
施
。 

・ 

事
業
計
画
変
更
部
分
に
係
る
街
区
確
定
測
量
及
び

先
行
移
転
先
の
画
地
確
定
測
量
を
実
施
。 

・ 

平
成
24
年
度
予
定
の
地
区
全
体
の
仮
換
地
指
定

に
向
け
て
の
検
討
、
換
地
割
込
み
等
を
実
施
。 

 

（
収
支
予
算
） 

 

下
記
の
と
お
り
（
予
算
総
額
は
平
成
22
年
度
と
ほ

ぼ
同
等
）
。 

 

★
第
５
号
議
案 

 

平
成
23
年
度
借
入
金
の
借
入
れ
及
び
そ
の
方
法
並
び

に
借
入
金
の
利
率
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て 

 

10
億
円
を
限
度
と
し
て
、
利
率
年
２
％
以
内
で
、

必
要
の
都
度
、
６
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
す
る
も
の
。 

 

★
第
６
号
議
案 

 

 

仮
換
地
指
定
に
つ
い
て 

 

生
産
緑
地
の
都
市
計
画
決
定
に
必
要
な
仮
換
地
指
定

を
行
う
も
の
（
対
象
者
４
名
、
仮
換
地
指
定
５
筆
）
。 

○ 

平
成
22
年
度
補
正
予
算
で
、
補
正
後
の
保
留
地

処
分
金
額
の
約
３
千
６
百
万
円
は
何
な
の
か
。 

→ 

平
成
22
年
度
当
初
予
算
で
は
見
込
ん
で
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
付
け
保
留
地
３
筆
と
東
邦
ガ
ス
の

ガ
バ
ナ
用
地
と
し
て
保
留
地
処
分
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
分
を
収
入
と
し
て
計
上
し
た
も
の
で

す
。 

 

○ 

斎
場
予
定
地
の
保
留
地
処
分
金
の
単
価
は
。 

→ 

不
動
産
鑑
定
価
額
を
も
と
に
㎡
当
た
り
約
９
万

４
千
円
を
事
業
計
画
上
の
単
価
と
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
単
価
で
予
算
計
上
を
し
て
い
ま
す
。 

 

○ 
建
物
移
転
補
償
の
１
戸
当
た
り
の
平
均
額
は
。 

→ 
移
転
補
償
費
は
、
移
転
建
物
の
構
造
、
移
転
の

距
離
、
移
転
の
工
法
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
平
均
額
は
参
考
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

予
算
の
時
点
で
は
事
業
計
画
上
の
概
算
額
で
計
上

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
平
均
が
知
り
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
実
績
に
基
づ
き
平
成

22
年
度
決
算
を
審
議
す
る
総
代
会
に
て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 収入の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 備考 

補助金 639,135  

助成金 1,369,930 水路助成、調整池助成、下水道助成 

保留地処分金 5,961,000 斎場予定地 

雑収入 170  

借入金 1,000,000 金融機関借入 

前年度繰越金 787,532  

合計 9,757,767   

   

 支出の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 備考 

会議費 698  総代会費 300、説明会費 75 等 

事務所費 86,741 
報酬 19,080、使用料 2,820、需用費 3,923、 

保留地処分諸費 1,000、組合事務委託費 55,230 等 

工事費 2,310,741 
区画道路築造費 25,200、水路築造費 1,198,903、        

調整池築造費 519,750、整地費 467,218 等 

補償費 2,003,400 
建物等移転費 1,887,200、作止め補償費 16,100、 

電柱移設費 40,000、パイプライン移設費 23,100 等 

負担金 700,000 
上水道新設 300,000、下水道新設 200,000、 

ガス新設 200,000 

調査設計費 350,048 

事業調査設計費 29,081、工事設計監理費 166,199、  

補償調査設計費 39,283、測量費 14,895、                

換地設計費 100,275、環境影響調査費 315 

借入金償還金 2,800,000  

借入金利子 30,500   

雑支出 3,790   

予備費 1,471,849 大部分は翌年度に繰越 

合計 9,757,767   

平成２３年度収支予算 

 総代会 質疑応答の様子 

○ 

電
柱
の
移
設
費
に
つ
い
て
、
移
設
本
数
と
変
圧

器
の
有
無
の
内
訳
が
知
り
た
い
。 

→ 

移
設
本
数
と
し
て
は
50
本
程
度
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
予
定
し
て
い
る
箇
所
の
変
圧
器
の
有
無
に

つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
基
本

的
に
は
変
圧
器
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
移
設
す

る
電
柱
の
本
数
で
移
設
費
は
決
ま
り
ま
す
。 

 

○ 

下
水
道
整
備
の
負
担
金
が
か
な
り
高
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
組
合
は
名
古
屋
市
と
負
担
額
を
下
げ

る
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。 

→ 

組
合
と
名
古
屋
市
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

組
合
の
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
に
何
度
も
名
古
屋

市
と
交
渉
し
た
結
果
、
負
担
額
に
つ
い
て
は
約
23

億
円
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

○ 

事
務
局
へ
の
業
務
委
託
費
に
つ
い
て
も
減
額
に

努
め
る
べ
き
で
な
い
の
か
。 

→ 

事
務
局
と
は
減
額
の
交
渉
を
し
、
監
理
監
督
費

に
つ
い
て
大
型
二
次
製
品
使
用
す
る
工
事
に
つ
い

て
は
率
を
下
げ
る
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
、
一
定

の
減
額
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

○ 

大
西
、
川
原
地
区
に
比
べ
て
東
茶
屋
地
区
は
工

事
が
遅
れ
て
い
る
。
早
く
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

→ 

先
日
、
説
明
会
を
開
催
し
、
工
事
承
諾
書
の
提

出
を
再
度
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
合

と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
権
利
者
の
方
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

○ 

橘
地
区
の
地
区
編
入
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。 

→ 

こ
れ
ま
で
橘
地
区
の
方
の
意
向
確
認
を
し
た
と

こ
ろ
で
は
、
地
区
編
入
に
つ
い
て
い
い
返
事
が
い

た
だ
け
な
い
の
が
現
状
で
す
。
地
区
編
入
と
な
れ

ば
全
組
合
員
に
新
た
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
大
半
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
限
り
、
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
早
急
に
結
論
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

○ 

地
区
計
画
は
仮
換
地
指
定
の
前
に
定
め
て
お
く

べ
き
で
な
い
か
。 

→ 

地
区
計
画
は
用
途
地
域
に
さ
ら
に
規
制
を
加
え

る
も
の
で
す
の
で
、
ま
ず
用
途
地
域
の
変
更
が
前

提
で
す
が
、
用
途
地
域
の
変
更
は
仮
換
地
指
定
を

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

仮
換
地
指
定
の
前
に
地
区
計
画
を
定
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。 

★
主
な
質
疑
応
答 

  

総
代
会
に
は
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
な
さ
れ
、
組
合

は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

○ 

借
入
先
と
し
て
、
新
た
に
十
六
銀
行
を
指
定
し
た

理
由
は
。 

→ 

組
合
へ
頻
繁
に
営
業
活
動
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
、
借
入
利
率
が
安
い
と
い
う
こ
と
、
借
入
先
を

増
や
す
こ
と
で
金
融
機
関
の
間
の
競
争
を
強
め
、

よ
り
組
合
に
有
利
な
条
件
で
融
資
が
引
き
出
せ
る

だ
ろ
う
と
い
う
判
断
の
も
と
で
指
定
し
た
も
の
で

す
。 

 

○ 

平
成
22
年
度
予
算
の
雑
収
入
の
多
く
は
宮
田
用
水

決
済
金
の
現
金
払
い
分
と
の
こ
と
だ
が
、
支
払
わ
れ

た
金
額
の
う
ち
、
組
合
立
替
分
と
土
地
改
良
区
立
替

分
の
内
訳
を
教
え
て
ほ
し
い
。 

→ 

年
度
途
中
の
た
め
、
正
確
な
額
は
未
確
定
で
す
。

平
成
22
年
度
決
算
を
審
議
す
る
総
代
会
に
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（問い合わせ先） 
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